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新体制始動！
オール議会で市民の声に応えます



【監査委員】
（議会選出）

北
きたばやし
林　光

みつあき
昭

（清新の会）

黒瀬町在住
【ひと言】
「市民目線」を大切に、新
たな気持ちで頑張ります。

【副議長】

中
なかがわ
川　修

おさむ

（市民クラブ）

西条町在住
【ひと言】
東広島市の経済発展に向け
てしっかりと取り組みます。

【議　長】

奥
おく や
谷　求

もとむ

（創志会）

西条町在住
【ひと言】
議員個人の力を議会全体の力
に変えていく事を目指します

議長あいさつ
６月定例会において、議員各位のご指名を頂き、再度、議長職を拝命しました。
引き続き「一所懸命」全力で職責を果たして行きます。
内外の社会・経済情勢が大きく変化する中“不易流行※”をしっかり見極めながら、
様々な課題に対し「オール議会」で市民の皆様の期待に応えられるよう取り組
んでまいりますので、より一層のご理解、ご支援を賜りますようよろしくお願
いします。

新しい議会構成が決まりました。
６月26日に議長・副議長の選挙を、翌27日に常任委員会委員の選任などを行い、
新しい議会構成が決定しました。

※不易流行　　変えてはいけないものを大事にしつつ、時代の要請などで、新しい変化を取り入れること。
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総
務
委
員
会（
８
人
）

文
教
厚
生
委
員
会（
７
人
）

西条町在住
【ひと言】
初めての委員長職です。市
政が前に進むよう努めます。

委
員
長

鈴
木　

英
士

（
未
来
の
風
）

西条町在住
【ひと言】
安心して暮らせる未来をめ
ざして…ひたすらに「前へ！」

上
田　

秀

（
創
志
会
）

高屋町在住
【ひと言】
未来が育つ東広島へ、暮ら
しやすさの向上に努めます。

副
委
員
長

下
向　

智
恵
子

（
公
明
党
）

西条町在住
【ひと言】
夢と希望を持てる東広島市の
発展と安心に取り組みます。

片
山　

貴
志

（
創
生
会
）

高屋町在住
【ひと言】
市民の声を力に。教育も福
祉も“市民ファースト”

重
森　

佳
代
子

（
清
新
の
会
）

黒瀬町在住
【ひと言】
「市民目線」を大切に、新
たな気持ちで頑張ります。

北
林　

光
昭

（
清
新
の
会
）

安芸津町在住
【ひと言】
「市民の暮らしが第一」を
念頭において、尽力します。

宮
川　

誠
子

（
真
政
倶
楽
部
）

高屋町在住
【ひと言】
地域共生社会実現に向けて
多方面から取り組んでいく。

委
員
長

景
山　

浩

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

西条町在住
【ひと言】
会議規則に従った委員会運
営が行われるように取り組む

石
原　

賢
治

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

黒瀬町在住
【ひと言】
皆様の声に寄り添い、更に住
み良いまちづくりを目指す！

副
委
員
長

大
下　

博
隆

（
清
新
の
会
）

八本松町在住
【ひと言】
市民目線で安心安全な住み良
いまちづくりに取り組みます

中
曽　

久
勝

（
創
志
会
）

黒瀬町在住
【ひと言】
住み慣れた街で安心して暮ら
せる東広島市に取り組む決意

原
田　

栄
二

（
公
明
党
）
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安芸津町在住
【ひと言】
地域の発展のために全力で
取り組みます。

岩
崎　

和
仁

（
創
生
会
）

志和町在住
【ひと言】
一人ひとりの人権が大切にさ
れるよう命とくらしが一番に

谷　

晴
美

（
日
本
共
産
党
）

西条町在住
【ひと言】
教師経験と議会での活動を
いかしてがんばります。

貞
岩　

敬

（
清
新
の
会
）

建
設
委
員
会（
７
人
）

市
民
経
済
委
員
会（
７
人
）

八本松町在住
【ひと言】
新たな視点で、市政のチェッ
ク・提案を行っていきます。

委
員
長

田
坂　

武
文

（
清
新
の
会
）

西条町在住
【ひと言】
市民の声を経済政策に反映
し、地域発展に取り組みます。

山
田　

学

（
真
政
俱
楽
部
）

志和町在住
【ひと言】
議員活動23年目、市営産業
団地の完成に努めたい。

牧
尾　

良
二

（
創
生
会
）

安芸津町在住
【ひと言】
東広島市を更に前へ。一生
懸命頑張ります。

上
岡　

裕
明

（
清
新
の
会
）

西条町在住
【ひと言】
東広島市の経済発展に向け
てしっかりと取り組みます。

中
川　

修

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

高屋町在住
【ひと言】
対話と行動による政策提言で
市民生活を支え暮らしを向上

副
委
員
長

鍋
島　

勢
理

（
未
来
の
風
）

高屋町在住
【ひと言】
皆様の声を大切にした、ま
ちづくりを目指します。

向
井　

哲
浩

（
創
志
会
）

志和町在住
【ひと言】
笑顔輝き、安心して暮らせる
東広島市に！との決意です。

委
員
長

坂
元　

百
合
子

（
公
明
党
）

高屋町在住
【ひと言】
皆さまの声をカタチに　共に
考え共に未来を創りましょう

副
委
員
長

木
村　

輝
江

（
未
来
の
風
）
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西条町在住
【ひと言】
市民一人一人の声を市政に
届けてまいります。

岡
田　

育
三

（
創
志
会
）

八本松町在住
【ひと言】
建設に関する市政について
も、脱炭素の視点で臨みます。

小
池　

恵
美
子

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

西条町在住
【ひと言】
本市のインフラ整備の進捗状
況を注視し早期完成を目指す

玉
川　

雅
彦

（
創
志
会
）

西条町在住
【ひと言】
子ども、若者、高齢者が安心
できるまちづくりを目指す

落
海　

直
哉

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

河内町在住
【ひと言】
一人ひとりの声を大切に‼

乗
越　

耕
司

（
清
新
の
会
）

各常任委員会は、それぞれ次の部局
の所管事項を審査します。
総務委員会
　総務部・財務部・消防局・その他
文教厚生委員会
　健康福祉部・こども未来部
　学校教育部・生涯学習部
市民経済委員会
　地域振興部・生活環境部・産業部
建設委員会
　建設部・都市交通部・下水道部

　

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大
崎
上

島
町
で
組
織
し
、
ご
み
・
し
尿
処

理
事
務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
事

務
組
合
の
議
員
で
す
。

議
員

　

鍋
島 

勢
理　
　

原
田 

栄
二

　

落
海 

直
哉　
　

大
下 

博
隆

　

岡
田 

育
三　
　

重
森 

佳
代
子

　

牧
尾 

良
二

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
議
会（
７
人
）

　

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・
委
員

会
条
例
等
に
関
す
る
事
項
と
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

委 

員 

長　

岩
崎　

和
仁

副
委
員
長　

上
田　

秀

委
員

　

鈴
木 

英
士　
　

坂
元 

百
合
子

　

田
坂 

武
文　
　

岡
田 

育
三

　

乗
越 

耕
司　
　

石
原 

賢
治

議
会
運
営
委
員
会（
８
人
）

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
編
集
な
ど
、
議
会
の
広

報
・
広
聴
に
関
す
る
こ
と
を
協
議

し
ま
す
。

委 

員 

長　

小
池　

恵
美
子

副
委
員
長　

向
井　

哲
浩

委
員

　

上
岡 

裕
明　
　

木
村 

輝
江

　

山
田 
学　
　
　

下
向 

智
恵
子

　

中
曽 
久
勝　
　

大
下 

博
隆

　

片
山 

貴
志　
　

景
山 

浩

広
報
広
聴
委
員
会（
10
人
）

　

広
島
県
及
び
14
市
町
で
構
成
す

る
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団

規
約
に
基
づ
き
、
本
市
か
ら
は
２

名
の
企
業
団
議
会
議
員
を
選
出
し

て
い
ま
す
。

議
員

　

田
坂 

武
文　
　

奥
谷 

求

広
島
県
水
道
広
域
連
合
企
業
団
議
会（
２
人
）

　

広
島
県
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
の
決
定
や
、
保
険

給
付
を
行
う
特
別
地
方
公
共
団
体

の
議
員
で
す
。

議
員

　

奥
谷 

求

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
１
人
）

その他の委員会等の構成
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令和７年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：令和７年６月９日～６月27日）

議決した案件

【表決が分かれた議案名】

議案第75号　請負契約の締結について

議案第82号　東広島市国民健康保険税条例の一部改正について

議決結果
●全会一致可決…28件　　●賛成多数可決…２件

表決が分かれた案件の表決結果

議案番号
▼

会派名 清新の会 創志会 市民クラブ 未来の風 公明党 創生会 真政
倶楽部

日
本
共
産
党

議員名

上
岡　

裕
明

大
下　

博
隆

田
坂　

武
文

貞
岩　
　

敬

北
林　

光
昭

重
森
佳
代
子

乗
越　

耕
司

上
田　
　

秀

向
井　

哲
浩

中
曽　

久
勝

岡
田　

育
三

玉
川　

雅
彦

奥
谷　
　

求

小
池
恵
美
子

落
海　

直
哉

景
山　
　

浩

中
川　
　

修

石
原　

賢
治

鍋
島　

勢
理

木
村　

輝
江

鈴
木　

英
士

下
向
智
恵
子

原
田　

栄
二

坂
元
百
合
子

片
山　

貴
志

岩
崎　

和
仁

牧
尾　

良
二

山
田　
　

学

宮
川　

誠
子

谷　
　

晴
美

議案第75号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第82号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対「欠」は欠席

議案の内訳
●市長提出議案…26件

　（条例案９件　予算案２件　承認案２件　同意案５件　その他８件）

●委員会提出議案…３件　（決議案１件　意見書案２件）

●議長発議…１件　（議員派遣）

　議案書、提出議案説明書など、本会議資料は、右のQRコードからご覧いただけます。
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令和７年第２回定例会　議案の概要

※決議　　議会が行う事実上の意思形成行為で、議会の意思を対外的に表明することが必要である等の理由でなされる議決のこと。
　ポジティブピース　　単に戦争のない状態（消極的平和）ではなく、貧困や差別、格差など戦争の原因と

なる構造的暴力がない状態（積極的平和）。
　デジタルアーカイブ　　文書や写真などの資料を電子データ化して保管することで保存性や利便性を高める手法。

本
市
議
会
に
お
い
て
実
施
し
た
一
般
質
問
・
代
表
質
問
を
政
策
提
言
に
結
び
付
け
る
取
組
み
の
結
果
、
被
爆
体
験
証
言
の
音
声
等
の
資
料
の
収
集
及
び
整
理
並
び
に
被
爆

体
験
の
証
言
記
録
等
の
資
料
を
多
言
語
化
す
る
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
執
行
部
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
た
め
、
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

〈
委
員
会
提
出
議
案
第
5
号
〉

次
世
代
へ
の
継
承
と
世
界
に
向
け
た
平
和
施
策
の
展
開
に
関
す
る
※
決
議

本
会
議
で
の
討
論

賛
成

こ
の
決
議
を
契
機
に
、
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
私
た
ち
は

今
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

被
爆
80
年
、
平
和
・
非
核
兵
器
都
市
東
広

島
市
宣
言
か
ら
40
年
の
節
目
を
迎
え
、
被
爆
体

験
証
言
の
次
世
代
へ
の
継
承
、
外
国
人
市
民
が

平
和
学
習
・
平
和
活
動
に
積
極
的
に
参
画
す
る

環
境
づ
く
り
は
、
恒
久
平
和
の
実
現
の
た
め
に

今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え

賛
成
す
る
。

賛
成

高
齢
化
に
よ
り
原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
等
の

管
理
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
原
爆
の
被
害
に
関

し
て
の
記
憶
が
風
化
し
よ
う
と
す
る
中
、
こ
の

決
議
は
、
被
爆
80
年
と
い
う
節
目
に
本
市
の
平

和
希
求
の
新
た
な
契
機
に
な
る
と
考
え
賛
成
す

る
。

次世代への継承と世界に向けた平和施策の展開に関する決議
　令和７年（2025年）は、広島・長崎への原爆投下から80年という歴史的節目の年である
とともに、本市議会にあっては「平和・非核兵器都市東広島市宣言」を決議してから40周
年を迎える年である。これらの節目の年に当たり、改めて、未来を見据え、平和の尊さと
核兵器の悲惨さへの理解を深めていくことが必要である。
　これまで、本市では、被爆者の証言集である「被爆四十周年　賀茂台地の声」が発行され、
資料等の展示施設が設置されるなど、平和の記憶を次世代へ伝える取組が行われてきた。
　また、本市には、賀北部隊や賀茂海軍衛生学校、傷痍軍人広島療養所（現：東広島医療
センター）といった施設が存在したことから、原爆投下直後から被爆者の救護・治療活動
に携わった市民も多く、その証言や資料は、他とは異なる独自の戦争・被爆体験として、
今日に至るまで地域に受け継がれてきた。
　しかしながら、被爆者や救援活動者の高齢化が進み、直接証言を聴く機会は急速に失わ
れつつある。さらに、資料の収集・整理に関わる人材の減少も深刻化しており、資料その
ものの散逸も懸念されている。今後も、戦争と被爆の記憶を次世代へ伝えていくために
は、貴重な証言や資料が失われる前に、これらを確実に収集・保存することが求められるが、
そのための時間はほとんど残されていない。
　また、現在、本市には100を超える国や地域からの外国人が共に市民として暮らしており、
その人数は9,500人を超え、人口の５％以上を占めている。そうした中、平和施策に関する
情報提供等は主に日本語で行われており、言語の壁が外国人市民と本市の平和施策との間
に大きな隔たりを生んでいる現状がある。
　本市は、次世代学園都市構想において、将来の目指す姿として「ポジティブピース※」
を掲げており、これを実現するには、外国人市民も含めた市民一人一人が平和の担い手と
なることが求められるものと考える。
　そして、本市が、被爆の実相を伝える証言や資料を次世代に確実に継承するとともに、「被
爆者がいなくなった後の社会」においても、多様な担い手によって、平和に係る情報が国
内外に向けて発信されていくよう取り組むことは、核兵器の廃絶と恒久平和の実現に寄与
するものと考える。
　これらを踏まえ、本市議会は、次に掲げる事項について強く求めるものである。

１ 　本市に残る被爆体験証言の音声・映像・文章記録等の資料を計画的に収集・整理する
とともに、デジタルアーカイブ※化を通じて体系的に保存し、平和関連施設や公式ウェ
ブサイト上で誰もが閲覧・視聴できる環境を整備すること。そして、これらを学校教育
や社会教育等において積極的に活用すること。
　 　また、広く市民や関係団体等に呼びかけ、未収集・未整理の資料を体系的に掘り起こ
していく体制の強化を図ること。
２ 　被爆体験の証言記録や平和関連資料について、外国人市民がその内容を容易に理解す
ることができるよう、英語版の充実に加え、多言語への翻訳を段階的に進めるとともに、
外国人市民が平和学習や平和活動に積極的に参画し、「平和の担い手」として国内外へ
情報発信していくことができる環境を整備すること。

　以上、決議する。
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令和７年第２回定例会　議案の概要

※プロポーザル方式　　高度な創造性、技術力、専門的な技術や経験を必要とする業務について、複数の業者
から企画提案や技術提案を提出させて審査を行い、企画内容や業務遂行能力が最も優
れた事業者と契約を行う方法。

　ネーミングライツ　　施設等の愛称を決定する権利を法人や団体等に付与するもの。権利を持つ法人等は、命名
権の対価を支払うことで、市所有施設に企業名や商品名等を冠した愛称を付すことができる。

○
工
事
の
内
容

大
屋
根
広
場
整
備
に
係
る
設
計
業
務
、

工
事
監
理
業
務
及
び
建
設
工
事

○
契
約
金
額

９
億
３
７
９
７
万
円

○
契
約
の
相
手
方

大
和
リ
ー
ス
グ
ル
ー
プ

○
工
期

令
和
９
年
６
月
30
日
ま
で

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

来
場
者
の
中
に
は
喫
煙
者
も
相
当

数
い
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、
路
上
喫

煙
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た

め
に
も
、
喫
煙
所
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
の
か
。

Ａ

こ
れ
か
ら
基
本
設
計
を
進
め
る
中

で
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ

入
札
参
加
者
数
と
入
札
率
は
。

Ａ
※

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
公
募
し
、

２
者
が
参
加
し
た
。
入
札
率
は
ほ
ぼ

100
％
で
あ
っ
た
。

Ｑ

物
価
高
は
ど
の
程
度
想
定
し
て
い

る
の
か
。

Ａ

資
材
価
格
や
労
務
費
な
ど
に
1.5
％

程
度
の
著
し
い
変
動
が
あ
っ
た
場
合

に
、
工
事
費
に
反
映
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
そ
の
範
囲
内
の
変
動
で
あ
れ

ば
契
約
金
額
に
変
更
は
生
じ
な
い
。

Ｑ

大
屋
根
広
場
の
名
称
に
つ
い
て
、

※
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

Ａ

他
の
施
設
で
の
取
組
み
状
況
等
も

勘
案
し
つ
つ
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
採
用
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す
る
。

本
会
議
で
の
討
論

反
対

現
在
必
要
な
の
は
市
民
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
施
策
で
あ
り
、
本
計

画
を
今
進
め
る
必
要
性
は
感
じ
な
い

た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成

大
屋
根
広
場
が
世
代
や
属
性
を

超
え
て
人
々
が
交
流
す
る
場
と
な
る

こ
と
で
、
市
民
が
自
分
ら
し
く
生
き

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
幸
福
感
の
向
上
と
い
っ

た
、
よ
り
本
質
的
な
価
値
を
地
域
に

も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
本
市
全
体
の

持
続
可
能
性
や
活
力
の
確
保
の
一
環

と
し
て
意
義
あ
る
事
業
で
あ
る
と
考

え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

今
後
、
設
計
施
工
に
あ
た
っ
て

は
、
専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

市
民
に
よ
り
有
益
な
施
設
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
申
し
添
え
、
賛
成
す
る
。

賛
成

事
業
内
容
も
参
考
に
す
べ
き
と

は
思
う
が
、
本
議
案
審
議
の
主
な
論

点
は
、
契
約
の
内
容
が
適
切
で
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
考
え

る
。
こ
の
契
約
の
内
容
は
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

〈
議
案
第
75
号
〉

令
和
7
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

大
屋
根
広
場
の
設
計
施
工
一
括
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
す

受注者から提案のあった大屋根広場のイメージ鳥瞰図
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令和７年第２回定例会　議案の概要

〈
同
意
案
第
67
・
68
号
〉

東
広
島
市
名
誉
市
民
が
選
定
さ
れ
ま
し
た

各
議
案
の
概
要

２
名
の
方
を
東
広
島
市
名
誉
市
民

に
選
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◎
同
意
案
第
67
号

○
選
定
さ
れ
た
方

　
　

原は
ら
だ田

康や
す
お夫

氏

○
主
な
経
歴
・
功
績
等

平
成
５
年
か
ら
２
期
８
年
間
に
わ

た
り
広
島
大
学
学
長
と
し
て
同
大
学

の
管
理
運
営
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
在
任
期
間
中
に
本
市
へ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
統
合
移
転
を
完
了
さ
れ
る
な

ど
、
数
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
下
見
学
生
街
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
地
域
共
同
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域
産
業
の
技

術
開
発
推
進
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
地
元
企
業
の
支
援
を
受
け

て
広
島
大
学
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
を
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
本
市

○
制
定
の
理
由

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置

等
に
関
し
、
市
及
び
事
業
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

地
域
と
太
陽
光
発
電
事
業
と
の
調
和

を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

○
条
例
の
内
容
（
一
部
抜
粋
・
要
約
）

・
市
の
責
務

　
　

こ
の
条
例
の
適
正
・
円
滑
な
運
用

の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

・
事
業
者
の
責
務

　
　

法
令
を
遵
守
し
、
環
境
保
全
上
の

支
障
や
災
害
の
防
止
、
魅
力
あ
る

良
好
な
景
観
形
成
に
十
分
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
関
係
住
民
等
と
の

良
好
な
関
係
を
保
つ
よ
う
努
め
る
。

太
陽
光
発
電
事
業
を
廃
止
し
た
後

も
同
様
と
す
る
。

・
事
前
の
届
出
・
協
議

　
　

事
業
者
は
、
太
陽
光
発
電
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
市

に
所
定
の
事
項
を
届
け
出
て
協
議

の
文
化
高
揚
に
も
ご
貢
献
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◎
同
意
案
第
68
号

○
選
定
さ
れ
た
方

　
　

山や
ま
う
ち内

吉よ
し
は
る治

氏

○
主
な
経
歴
・
功
績
等

市
立
中
学
校
校
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
た
後
、
平
成
２
年
か
ら
３
期
12
年

間
に
わ
た
り
、
本
市
教
育
委
員
会
教

育
長
と
し
て
、
英
語
力
の
育
成
及
び

国
際
理
解
に
向
け
た
教
育
活
動
の
充

実
や
教
育
情
報
化
を
推
進
す
る
な
ど
、

本
市
の
教
育
の
振
興
と
発
展
を
支
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
生
涯
学
習
の
ま

ち
づ
く
り
等
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
開
設

等
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。
教
育
長
を
退
職
さ
れ
た

後
も
、
市
立
美
術
館
館
長
等
を
務
め

ら
れ
、
本
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
、

生
涯
学
習
、
福
祉
等
の
発
展
に
ご
貢

献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
関
係
住
民
等
へ
の
説
明
等

　
　

届
出
事
業
者
は
関
係
住
民
等
に
対

し
て
、
戸
別
訪
問
そ
の
他
の
方
法

で
所
定
の
事
項
を
説
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

・
報
告
徴
収
及
び
立
入
調
査

　
　

市
は
事
業
者
に
対
し
必
要
な
事
項

に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
ま
た
は
立

入
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
施
行
期
日

　
　

令
和
８
年
１
月
１
日

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

Ｑ

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
後
に
生

じ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ

事
業
者
に
報
告
を
求
め
た
り
、
立

入
検
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を

明
記
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
に
よ
る

報
告
や
検
査
の
過
程
で
事
業
者
に
指

導
・
助
言
等
の
対
応
を
行
う
こ
と
は

可
能
だ
と
考
え
て
い
る
。

〈
議
案
第
79
号
〉

東
広
島
市
太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
等

に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
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一 般 質 問

東
広
島
に
お
け
る

〝
女
性
活
躍
〞
と
は
⁉

質　

問

　

活
躍
の
か
た
ち
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
性

別
や
属
性
に
と
ら
わ
れ
ず
、
仕
事
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動

な
ど
、
多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
へ
の
移
行
期
に
あ
る
今
、
女
性
を

掲
げ
、
活
躍
の
推
進
を
打
ち
出
す
背
景

と
目
的
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

国
に
お
い
て
も
、
特
に
政
治
・
経
済

分
野
で
の
男
女
間
の
格
差
是
正
を
促
進

し
て
い
る
。
そ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
本

市
で
も
各
種
施
策
を
推
進
し
て
お
り
、

女
性
活
躍
施
策
を
総
合
的
に
統
括
す
る

体
制
を
整
え
た
。
今
後
も
、
第
３
次
男

女
共
同
参
画
推
進
計
画
後
期
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
企
業
等
と
も
連
携
し
て
誰

も
が
自
分
ら
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

企
業
と
協
力
し
て

地
域
全
体
で
子
育
て
を
！

質　

問

　

子
育
て
を
応
援
す
る
企
業
の
取
組
み

を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世

代
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や
す
い
企

業
を
選
び
や
す
く
な
り
、
企
業
に
と
っ

て
も
取
組
み
が
認
知
さ
れ
採
用
力
の
強

化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
所
感
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

子
育
て
世
代
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
認
知

さ
れ
る
こ
と
が
企
業
活
動
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。
仕
事
と
家

庭
を
両
立
し
や
す
い
企
業
が
増
え
る
よ

う
働
き
か
け
を
行
い
、
市
民
に
対
し
て

企
業
の
取
組
み
を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

育
休
退
園
制
度
の
撤
廃
を
！

質　

問

　

本
市
で
は
保
育
士
不
足
や
特
に
年
度

途
中
に
増
加
す
る
待
機
児
童
対
策
の
一

環
と
し
て
、
保
護
者
が
育
児
休
業
を
取

得
す
る
と
３
歳
未
満
の
上
の
子
が
退
園

と
な
る
育
休
退
園
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

本
来
解
決
す
べ
き
人
材
不
足
と
い
う
課

題
を
子
育
て
家
庭
の
負
担
増
で
補
う
こ

と
は
、
子
育
て
支
援
の
本
質
か
ら
外
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、「
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
東
広
島
市
」

と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
も

育
休
退
園
制
度
を
継
続
し
、
保
育
ニ
ー

ズ
に
制
限
を
か
け
る
の
か
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

育
休
退
園
は
、
年
度
途
中
の
新
規
就

労
を
必
要
と
し
て
い
る
保
護
者
の
児
童

を
で
き
る
だ
け
多
く
受
け
入
れ
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
子

育
て
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
行
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
保
育
士
や
受
け
皿
の
確
保
の

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
制
度
の
廃
止

に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

い
つ
ま
で
待
て
ば
い
い
の
か

質　

問

　

育
休
退
園
制
度
の
廃
止
に
向
け
て
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
ど
の
よ
う
な

要
素
を
考
慮
す
る
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

保
育
環
境
の
変
化
に
よ
る
子
ど
も
や

保
護
者
の
心
身
へ
の
影
響
な
ど
を
考
慮

し
、
来
年
度
の
入
所
申
込
手
続
き
を
保

護
者
に
案
内
す
る
本
年
10
月
ま
で
に
は

方
針
を
ま
と
め
た
い
。

一 般 質 問

木
き む ら

村　輝
て る え

江
（未来の風）

質問した項目
■安心して子どもを産み育てら
れる環境づくりについて

■高屋情報ラウンジ「あったか
や」について

■PTAについて

鍋
なべしま

島　勢
せ り

理
（未来の風）

質問した項目
■誰しも活躍を応援される地域
に向けて

■こどもまんなか社会について
■地元企業の応援について

鍋島議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

木村議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※保育士定着応援給付金　　 東広島市の私立の認可保育所・認定こども園・小規模保育事業所で働き始める保育士に対し、一定の条件
の下で市から直接給付金を支給する制度。

保
育
士
確
保
と
定
着
支
援

の
継
続
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
が
独
自
に
進
め
て
き
た
保
育
士

支
援
制
度
で
あ
る
※
保
育
士
定
着
応
援
給

付
金
が
令
和
８
年
３
月
末
で
終
了
す
る

見
込
み
で
あ
る
。
保
育
ニ
ー
ズ
は
依
然

と
し
て
高
く
、
制
度
終
了
後
も
人
材
確

保
や
定
着
支
援
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
今
後
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

給
付
金
制
度
を
含
む
支
援
策
に
よ
り
、

目
標
を
上
回
る
成
果
が
あ
っ
た
。
制
度

終
了
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
た
め
、

保
育
職
場
の
魅
力
向
上
、
処
遇
改
善
な

ど
を
通
じ
て
、
中
長
期
的
に
保
育
士
を

確
保
し
、
本
市
で
の
就
職
を
継
続
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

実
施
に
向
け
て
見
直
し
を
進
め
る
。

５
歳
児
健
診
の
導
入
に

つ
い
て

質　

問

　

５
歳
前
後
は
言
語
や
対
人
関
係
な
ど

発
達
の
課
題
が
見
え
や
す
く
な
る
重
要

な
時
期
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

発
達
障
が
い
な
ど
の
早
期
発
見
や
支
援

に
向
け
た
取
組
み
の
意
義
は
大
き
い
。

本
市
と
し
て
５
歳
児
健
診
の
導
入
に
向

け
た
展
望
が
あ
る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
伊
藤
こ
ど
も
未
来
部
長

　

医
療
関
係
者
か
ら
は
現
在
の
医
療
体

制
で
は
、
実
施
は
難
し
い
と
の
ご
意
見

を
頂
い
て
い
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
の

課
題
解
決
に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
検
討
を
重
ね
つ
つ
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
出
産
後
か
ら
就
学

前
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
健
康
診
査
の

実
施
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

仕
事
と
介
護
を
両
立
せ
ざ
る
を
得
な

い
「
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
」
が
急
増
し

て
い
る
。
育
児
・
介
護
休
業
の
取
得
を

促
す
支
援
策
の
検
討
や
、
市
内
企
業
に

対
す
る
啓
発
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を

伺
う
。

答　

弁
／
細
谷
商
工
労
働・女
性
活
躍
担
当
部
長

　

市
独
自
の
制
度
の
創
設
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
が
雇
用
対
策
協
議
会

に
お
い
て
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
含
め
た
働
き
方
改
革
に
向
け
て
事
業

所
等
を
対
象
に
研
修
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
仕
事
と
介
護
の
両
立
な
ど
、
働
き

や
す
い
環
境
整
備
が
持
続
的
な
企
業
活

動
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

啓
発
や
支
援
に
努
め
る
。

地
域
生
活
交
通
の
維
持

高
齢
者
の
移
動
支
援

質　

問

　

福
岡
市
で
は
生
活
交
通
の
課
題
解
決

に
向
け
て
条
例
を
制
定
し
、
距
離
・
高

低
差
・
地
形
条
件
な
ど
の
指
標
を
用
い

て
支
援
対
象
地
域
を
特
定
し
て
い
る
。

本
市
で
も
地
形
的
条
件
を
加
味
し
た
柔

軟
な
「
不
便
地
」
を
定
義
づ
け
て
支
援

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
台
信
技
監
兼
都
市
交
通
部
長

　

交
通
の
不
便
な
地
域
の
市
民
か
ら
の

相
談
に
個
別
に
対
応
し
て
き
た
た
め
、

「
不
便
地
」
の
定
義
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
は
他
市
の
条
例

の
事
例
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

一 般 質 問

原
は ら だ

田　栄
え い じ

二
（公明党）

質問した項目
■高齢化の進展に伴う地域社会
の課題と持続可能な地域づく
りについて

下
しもむかい

向　智
ち え こ

恵子
（公明党）

質問した項目
■保育士の確保と定着支援の継
続・強化について

■育休退園制度の見直しについ
て

■５歳児健診の導入について

下向議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

原田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※所管替え　　予算や建物などの所管を変更すること。

本
市
の
食
と
農
を
考
え
る

質　

問

　

食
料
供
給
の
リ
ス
ク
に
お
け
る
将
来

予
測
と
食
料
自
給
率
向
上
に
対
し
、
食

と
農
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
見
据
え
て

い
る
の
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

本
市
と
し
て
も
、
国
が
進
め
る
米
の

安
定
供
給
に
関
す
る
議
論
や
農
業
の
構

造
転
換
が
、
農
政
の
抜
本
的
な
見
直
し

と
な
る
よ
う
、
生
産
者
の
声
を
国
へ
届

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の
食
料
自
給
率

の
向
上
の
た
め
に
は
、
生
産
と
消
費
が

経
済
の
好
循
環
を
生
み
、
地
域
で
自
立

し
た
豊
か
な
生
活
を
享
受
で
き
る
地
産

地
消
の
取
組
み
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

運
転
免
許
証
返
納
が

通
院
患
者
等
に
及
ぼ
す
影
響

質　

問

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
返
納
に
よ
り

高
齢
者
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
等
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
命
に
関
わ

る
課
題
で
あ
る
。
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
援
助
に
つ
い
て
、
全
市
一
律
の
対
策

で
は
な
く
、
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
た

対
応
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

各
地
域
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
た

支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
全
体

が
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
で
も
あ
り
、

本
市
独
自
で
の
取
組
み
に
も
限
界
が
あ

る
た
め
、
国
や
県
へ
の
要
望
を
強
く
行

う
と
と
も
に
、
関
係
部
門
と
の
連
携
に

よ
り
総
合
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

支
所
・
出
張
所
の
予
算
と

権
限
強
化
を
！

質　

問

　

地
域
住
民
や
団
体
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

は
、
支
所
・
出
張
所
が
一
定
の
予
算
や

事
業
執
行
の
決
裁
権
限
を
持
ち
、
新
た

な
取
組
み
を
柔
軟
に
支
援
で
き
る
体
制

整
備
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

令
和
３
年
度
に
地
域
振
興
部
を
新
た

に
設
置
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

た
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

予
算
も
本
庁
か
ら
の
※
所
管
替
え
な
ど

に
よ
り
支
所
等
が
執
行
可
能
な
体
制
と

し
て
お
り
、
引
き
続
き
本
庁
と
支
所
等

が
一
体
と
な
り
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
。

支
所
・
出
張
所
に
お
け
る

外
部
人
材
活
用
を
提
案

質　

問

　

支
所
・
出
張
所
の
職
員
は
窓
口
業
務

や
既
存
業
務
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
、

新
規
事
業
を
主
体
的
に
進
め
る
余
裕
や

人
材
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
声
が
あ

る
。
外
部
人
材
活
用
な
ど
の
体
制
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問

う
。答　

弁
／
中
村
地
域
振
興
部
長

　

令
和
６
年
度
に
地
域
振
興
に
関
す
る

職
員
を
配
置
し
体
制
を
強
化
し
た
。
行

政
の
役
割
と
し
て
、
多
様
な
主
体
の
取

組
み
に
積
極
的
に
伴
走
す
る
新
た
な
支

援
の
形
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

身
近
な
出
先
機
関
で
あ
る
支
所
・
出
張

所
と
本
庁
の
相
互
補
完
関
係
の
中
で
地

域
活
動
を
実
施
・
支
援
し
て
い
く
。

一 般 質 問

上
うえおか

岡　裕
ひろあき

明
（清新の会）

質問した項目
■地域活性化を目指すための支
所・出張所機能の強化につい
て

上
う え だ

田　秀
ひでし

（創志会）

質問した項目
■本市の食と農を考える
■自動車運転免許証返納が、通
院患者、医療機関双方に及ぼ
す影響について

上田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

上岡議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ミニマムアクセス米　　 日本がGATT（関税および貿易に関する一般協定）のウルグアイ・ラウンド交渉の結果、最低限の輸入機
会（「ミニマム・アクセス機会」）を提供するため、最低限輸入しなければならないと定められた米。

　交通需要マネジメント　　車の利用者の交通行動の変更を促すことにより、都市または地域レベルの道路交通混雑を緩和する手法。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

市
民
主
体
の
取
組
み
拡
大
を

質　

問

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
寄
附
者
が
自
分

の
故
郷
や
ゆ
か
り
の
地
を
応
援
す
る
気

持
ち
か
ら
寄
附
す
る
制
度
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
目
的
型
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
す
れ
ば
「
東
広
島
こ
い
地
鶏
」
や

「
過
疎
地
域
の
高
校
支
援
」
な
ど
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
寄
附
者
の
意
思
を
反

映
し
た
支
援
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
展

開
し
て
い
く
考
え
が
あ
る
か
問
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

本
市
へ
の
愛
着
や
共
感
に
基
づ
い
て

応
援
し
た
く
な
る
よ
う
な
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
地
域
の
特

性
や
個
別
の
社
会
課
題
解
決
に
合
致
す

る
よ
う
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多

く
の
方
に
共
感
い
た
だ
け
る
取
組
み
に

努
め
て
い
く
。

大
介
護
時
代
、
ヘ
ル
パ
ー

初
任
者
研
修
に
補
助
を

質　

問

　

訪
問
介
護
事
業
所
で
は
、
人
材
不
足

と
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
国
の
初
任
者
研
修
費
補
助
制

度
は
、
介
護
職
を
め
ざ
す
一
般
市
民
は

対
象
外
で
、
全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。

訪
問
介
護
の
担
い
手
確
保
に
向
け
て
、

初
任
者
研
修
の
受
講
者
に
対
し
、
市
独

自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
中
村
健
康
福
祉
部
長

　

訪
問
介
護
員
数
は
減
少
し
、
高
齢
化

も
進
ん
で
お
り
、
人
材
確
保
策
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
を
対
象
と
し
た
補
助
制

度
の
創
設
を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

国
は
責
任
を
も
っ
て
米
の

価
格
保
障
、
所
得
補
償
を

質　

問

　

国
は
、
※
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
を

輸
入
す
る
一
方
で
、
減
反
・
減
産
を
押

し
付
け
て
き
た
。
所
得
を
補
償
す
る
施

策
を
行
う
こ
と
で
生
産
者
の
減
少
を
食

い
止
め
、
消
費
者
に
対
し
て
は
安
定
し

た
供
給
と
価
格
を
保
障
す
べ
き
で
あ
る
。

国
の
政
策
に
よ
っ
て
、
生
産
者
や
消
費

者
が
困
る
よ
う
な
こ
と
で
は
い
け
な
い

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

生
産
調
整
か
ら
増
産
へ
な
ど
、
抜
本

的
な
見
直
し
が
、
今
ま
さ
に
国
に
お
い

て
議
論
さ
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

消
費
者
と
生
産
者
双
方
が
納
得
で
き
る

価
格
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で
議
論
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
国
の
議
論

の
方
向
性
を
慎
重
に
注
視
し
て
い
く
。

市
が
主
導
し
、

時
差
出
勤
制
度
の
促
進
を

質　

問

　

通
勤
時
間
帯
に
ひ
ど
い
交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
。
広
島
大
学
に
お
い
て

渋
滞
緩
和
の
た
め
の
時
差
出
勤
の
実
証

実
験
を
行
っ
た
と
伺
っ
た
が
、
時
差
出

勤
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、
市
が
主
導

し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
台
信
技
監
兼
都
市
交
通
部
長

　

時
差
出
勤
は
※
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
が
、

導
入
に
当
た
っ
て
は
個
人
の
判
断
に
委

ね
ら
れ
る
ほ
か
、
事
業
所
と
従
業
員
、

事
業
所
と
取
引
先
と
の
調
整
な
ど
、
課

題
も
多
く
あ
る
。
時
差
出
勤
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
組
み
の
中
で
検
討
す
る
。

一 般 質 問

谷
たに

　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■農政について
■道路行政について
■PFAS問題について
■東広島市の住宅政策について

重
しげもり

森　佳
か よ こ

代子
（清新の会）

質問した項目
■ふるさと納税の原点回帰
■「大介護時代」にどのように
対応するか

■理系人材は産業基盤の鍵

重森議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

谷議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ウェルビーイング　　肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが満たされた状態にあること。

地
域
セ
ン
タ
ー
を

も
っ
と
利
用
す
る
た
め
に
！

質　

問

　
※
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
生
き
る
地
域
づ
く
り
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
学
び
や
交
流
を
促

す
取
組
み
は
大
切
で
あ
る
。
地
域
セ
ン

タ
ー
の
土
日
の
常
時
開
館
な
ど
、
広
く

市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望

ま
し
い
が
運
営
面
で
の
課
題
や
改
善
策

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
た
講
座
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
検
討
状
況
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

主
な
利
用
者
が
高
齢
者
世
代
に
偏
在

し
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
、
改
善
策
と

し
て
全
世
代
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施

設
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
現
状
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
困
難
で
あ
る

が
、
新
規
整
備
の
際
に
は
そ
の
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

ま
た
働
く
世
代
等
が
興
味
・
関
心
を
持

ち
や
す
い
講
座
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。

図
書
館
を
楽
し
い
空
間
に
！

質　

問

　

中
央
図
書
館
内
ま
た
は
屋
外
ス
ペ
ー

ス
に
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
福
光
生
涯
学
習
部
長

　

図
書
館
機
能
に
特
化
し
た
単
一
施
設

で
は
、
飲
食
施
設
の
採
算
性
の
確
保
が

困
難
と
の
見
解
が
あ
り
、
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
面
は
芝
生
広
場

で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
や
イ
ベ
ン
ト

に
合
わ
せ
た
カ
フ
ェ
の
出
店
な
ど
を
通

じ
、
飲
食
施
設
の
可
能
性
を
検
証
す
る
。

東
広
島
市
の
総
合
的
医
療

体
制
の
確
立
に
つ
い
て

質　

問

　

①
今
年
度
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
制

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
本
市
が
把
握
し

て
い
る
地
域
医
療
資
源
の
実
態
と
、
現

在
の
医
療
資
源
で
ど
の
程
度
、
診
療
領

域
が
カ
バ
ー
で
き
る
の
か
伺
う
。
②
国

が
進
め
て
い
る
医
療
機
関
の
病
床
削
減

政
策
に
つ
い
て
本
市
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

③
2030
年
度
に
Ｊ
Ｒ
広
島
駅
北
で
開
業
す

る
新
病
院
に
お
い
て
断
ら
な
い
救
急
医

療
体
制
が
構
築
さ
れ
た
場
合
の
、
本
市

救
急
医
療
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
伺

う
。
④
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

伺
う
。
⑤
本
市
に
公
立
病
院
及
び
公
的

病
院
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

中
村
健
康
福
祉
部
長

　

①
各
医
療
機
関
等
へ
の
調
査
や
医
師

会
と
の
意
見
交
換
の
中
で
医
療
資
源
把

握
に
努
め
て
い
る
。
市
全
体
で
は
全
て

の
診
療
領
域
を
概
ね
カ
バ
ー
し
て
い
る

が
、
人
口
減
少
地
域
で
医
療
資
源
が
不

足
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
②
地
域
医

療
構
想
の
策
定
主
体
で
あ
る
広
島
県
と

連
携
し
、
病
床
数
の
適
正
化
に
努
め
て

い
く
。
③
本
市
か
ら
新
病
院
へ
は
30
分

余
で
搬
送
可
能
で
あ
り
、
救
急
医
療
に

お
け
る
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

④
機
能
強
化
に
向
け
必
要
な
支
援
を
継

続
し
な
が
ら
、
国
立
病
院
機
構
や
広
島

大
学
な
ど
関
係
機
関
に
も
要
望
し
て
い

く
。
⑤
病
床
過
剰
及
び
医
療
人
材
不
足

と
い
う
現
状
で
新
た
な
病
院
建
設
は
難

し
い
と
考
え
る
。東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
に
優
先
的
に
取
り
組
む
。

一 般 質 問

景
かげやま

山　浩
ひろし

（市民クラブ）

質問した項目
■国及び県が推進する医療政策
についての本市の考え方

■今後本市で取り組むべき医療
施策について

小
こ い け

池　恵
え み こ

美子
（市民クラブ）

質問した項目
■ウェルビーイングを感じるま
ちづくりについて

小池議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

景山議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※急傾斜地崩壊対策事業　　 急傾斜地の所有者等が崩壊防止工事を行うことが困難な場合に急傾斜地崩壊防止施設の設置その他急傾
斜地の崩壊を防止する工事を行う事業。

※ＣＳＷ　　 コミュニティソーシャルワーカーの略。制度のはざまにいて地域で困っている人を支援するために、地域人材や制度、サー
ビス、住民の援助などを組み合わせたり、新しい仕組みづくりのための調整やコーディネートを行ったりする役割を担う。

空
き
家
活
用
へ
の

支
援
強
化

質　

問

　

空
き
家
の
所
有
者
は
高
齢
者
中
心
で

遠
方
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
多
い
た
め

管
理
が
難
し
く
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
も
あ
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
認
知
度
は
低
く
、
物
件
登
録
数
や
成

約
件
数
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
所
有
者

と
移
住
希
望
者
の
不
安
軽
減
と
マ
ッ
チ

ン
グ
強
化
に
向
け
た
新
た
な
支
援
策
は

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
藤
原
建
設
部
長

　

人
口
減
少
地
域
を
対
象
に
、
不
動
産

業
者
の
仲
介
す
る
物
件
の
空
き
家
バ
ン

ク
へ
の
登
録
を
可
能
と
し
、
成
約
時
に

報
奨
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
る
と

と
も
に
、
登
録
が
困
難
な
所
有
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
も
開
始
し
た
。
今
後
は
必
要

に
応
じ
て
制
度
の
見
直
し
や
新
た
な
補

助
制
度
の
検
討
も
進
め
て
い
く
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
と

地
域
共
生
社
会
の
実
現

質　

問

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
、
助
け
合
い
も
難
し
い
と
感
じ
る
今

こ
そ
、
地
域
共
生
社
会
の
理
念
の
も
と
、

つ
な
が
り
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

広
く
市
民
と
理
念
を
共
有
し
、
関
心

層
が
学
び
を
深
め
て
活
動
者
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
後
押
し
し
て
い

く
。
引
き
続
き
、
※
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
や

補
助
金
等
に
よ
り
、
つ
な
が
り
づ
く
り

に
資
す
る
地
域
独
自
の
活
動
を
促
進
し
、

取
組
み
の
水
平
展
開
を
推
進
し
て
い
く
。

本
市
の
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
４
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
で

東
広
島
市
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分

担
金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
の
申
請
件
数
、
採
択

基
準
に
合
致
し
な
い
件
数
を
伺
う
。
ま

た
、
採
択
条
件
の
緩
和
に
対
す
る
市
の

考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
藤
原
建
設
部
長

　

条
例
改
正
後
、
７
件
の
申
請
を
受
け

て
お
り
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。
な
お
、
※
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
33
件

の
う
ち
、
採
択
基
準
に
合
致
し
な
い
件

数
は
15
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
事

業
の
採
択
基
準
は
広
島
県
が
定
め
て
い

る
が
、
条
件
緩
和
す
る
こ
と
で
よ
り
活

用
し
や
す
く
な
る
と
認
識
し
て
お
り
、

要
望
を
広
島
県
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

本
市
の
持
続
可
能
な
農
業

振
興
に
つ
い
て

質　

問

　

集
落
農
業
支
援
策
で
あ
る
「
地
域
グ

ル
ー
プ
営
農
団
体
の
共
同
利
用
支
援
事

業
」
の
令
和
７
年
度
予
算
と
活
動
指
標

が
前
年
度
よ
り
減
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

過
去
５
年
間
の
実
績
を
も
と
に
当
初

予
算
等
を
設
定
し
た
が
、
必
要
な
予
算

の
検
討
も
含
め
支
援
を
実
施
す
る
。

一 般 質 問

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■災害に備えた対策について
■農業施策について
■学校教育について
■都市計画道路について
■地域高規格道路について

落
おちうみ

海　直
な お や

哉
（市民クラブ）

質問した項目
■人口減少時代におけるまちづ
くり（都市計画や地域計画・
振興計画）の推進について

落海議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

岡田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

採択基準に合致しないため
全額自己負担で修復された
傾斜地
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一 般 質 問

※2032年問題　　 産業用太陽光発電向けの固定価格買取制度（再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間
買い取ることを国が約束する制度）が2032年に終了することで起きる可能性のある太陽光パネルの大量廃棄などの問題。

　再エネ　　 再生可能エネルギーの略。太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスなど、資源が枯渇することなく永続的に利用できる
自然の力を利用して作るエネルギーのこと。

※プレコンセプションケア　　女性やカップルを対象として将来の妊娠のための健康管理を促す取組み。

次
世
代
学
園
都
市
構
想
の

実
現
に
向
け
て

質　

問

　

次
世
代
学
園
都
市
構
想
の
実
現
に
向

け
、
今
年
度
中
に
県
に
対
し
て
強
く
要

望
す
べ
き
重
点
事
項
は
何
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

次
世
代
学
園
都
市
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
国
・
県
に
積
極
的
に
要
望
す

べ
き
市
の
成
長
戦
略
と
な
る
最
重
要
施

策
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
高
度
人

材
に
選
ば
れ
る
居
住
環
境
の
整
備
、
産

業
集
積
の
促
進
、
道
路
網
等
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
、
実
現
を
目
指

す
将
来
像
に
つ
な
が
る
取
組
み
に
つ
い

て
、
全
般
的
な
協
力
を
要
望
す
る
と
共

に
、
整
備
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
箇
所
を

例
示
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

若
者
が
将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考

え
、
自
分
の
健
康
に
主
体
的
に
向
き
合

う
た
め
の
ケ
ア
の
周
知
・
普
及
や
相
談

体
制
の
強
化
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　
　
　
　

市
場
教
育
長

　

中
学
校
で
の
思
春
期
健
康
教
育
を
は

じ
め
、
成
人
期
を
対
象
と
し
た
妊
娠
・

出
産
に
関
す
る
出
前
講
座
、
親
世
代
を

対
象
と
し
た
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

周
知
し
て
い
く
。
児
童
生
徒
の
相
談
体

制
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
発
信
の
手
段
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
に
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し

た
24
時
間
365
日
利
用
可
能
な
チ
ャ
ッ
ト

相
談
事
業
を
開
始
す
る
。

※
2032
年
問
題
に

備
え
る
廃
棄
対
策
を

質　

問

　

2032
年
問
題
と
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

大
量
廃
棄
が
予
想
さ
れ
る
。
昨
年
度
は

※
再
エ
ネ
事
業
者
の
倒
産
が
全
国
で
過

去
最
多
の
52
件
で
あ
っ
た
。
事
業
者
が

倒
産
す
れ
ば
、
自
治
体
が
行
政
代
執
行

で
撤
去
し
、
撤
去
費
用
は
税
金
で
の
負

担
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
財
政
負
担

リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
実
効
性
の
あ
る
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
の
上
で
、

2032
年
問
題
へ
の
対
応
準
備
と
事
業
者
倒

産
時
で
も
適
正
処
理
を
実
施
す
る
仕
組

み
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
間
所
環
境
先
進
都
市
担
当
部
長

　

事
業
者
に
、
発
電
設
備
の
維
持
管
理

と
撤
去
に
要
す
る
費
用
の
確
保
を
義
務

付
け
、
第
三
者
へ
の
損
害
に
対
す
る
損

害
保
険
へ
の
加
入
を
努
力
義
務
と
し
た
。

質
権
設
定
契
約
等
の
先
進
事
例
も
参
考

に
し
廃
棄
費
用
の
確
実
な
確
保
と
適
正

処
理
を
担
保
す
る
仕
組
み
を
整
理
す
る
。

廃
棄
費
用
の

具
体
的
積
立
方
法
は
？

質　

問

　

条
例
で
は
撤
去
費
用
の
確
保
を
義
務

付
け
る
規
定
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど

の
程
度
の
額
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

積
み
立
て
る
の
か
。

答　

弁
／
間
所
環
境
先
進
都
市
担
当
部
長

　

固
定
価
格
買
取
制
度
で
は
、
廃
棄
等

費
用
の
想
定
額
や
解
体
等
積
立
基
準
額

な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
、
神
戸
市
な
ど

の
先
進
事
例
に
お
い
て
は
、
資
本
費
の

一
定
割
合
を
積
み
立
て
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
例
も
参
考
に
し
、

規
則
等
で
定
め
て
い
く
。

一 般 質 問

山
や ま だ

田　学
まなぶ

（真政俱楽部）

質問した項目
■太陽光発電設備の廃棄問題へ
の対応について

■耕作放棄地の有効活用による
農地保全について

■市民農園を活用した地域づく
りについて

坂
さかもと

元　百
ゆ り こ

合子
（公明党）

質問した項目
■若者が将来のライフプランを
考え、自分の健康に主体的に
向き合える社会の実現に向け
ての本市の取り組みについて

■本市の次世代学園都市構想の
実現に向け、県施策との整合
性、令和８年度への反映に向
けた戦略について

坂元議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

山田議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※二地域居住　　主な生活拠点とは別の特定の地域に生活拠点を設ける暮らし方。

災
害
時
の
外
国
人
市
民
へ
の

対
応
に
つ
い
て

質　

問

　

避
難
所
の
場
所
や
警
戒
レ
ベ
ル
、
避

難
指
示
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
外
国

人
市
民
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
。
ま

た
、
災
害
時
の
避
難
所
へ
の
誘
導
な
ど
、

ど
う
準
備
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
細
谷
危
機
管
理
担
当
部
長

　

警
戒
レ
ベ
ル
や
避
難
指
示
の
内
容
を

理
解
し
て
い
る
外
国
人
市
民
の
割
合
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
61.5
％
が
避
難
所
の
場
所
を
把

握
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
避

難
情
報
等
は
防
災
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
、
７
か
国
語
で
発
信
し
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
は
５
か
国
語
対
応
の
災
害

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
開
設
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
地
図
上
で
避
難
場
所

や
経
路
の
情
報
も
入
手
可
能
と
し
て
い

る
の
で
周
知
に
取
組
む
。

農
業
の
後
継
者
不
足
に

つ
い
て

質　

問

　

各
市
町
が
策
定
し
た
地
域
計
画
を
農

水
省
が
集
計
し
た
結
果
、
10
年
後
の
後

継
者
が
未
定
の
農
地
が
全
国
で
32.8
％
、

中
国
・
四
国
地
方
は
60.1
％
に
の
ぼ
る
。

後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
が
本
市
に

お
け
る
割
合
と
そ
の
対
策
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

５
年
後
の
後
継
者
が
定
ま
っ
て
い
な

い
農
地
の
割
合
は
、
本
市
全
体
で
57.2
％

で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
方
策

で
担
い
手
を
確
保
す
る
取
組
み
を
一
層

推
進
し
て
い
き
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
国

に
対
し
、
中
山
間
地
に
適
応
し
た
農
業

政
策
の
構
築
を
要
望
し
て
い
く
。

地
方
創
生
と
活
力
を
維
持

す
る
関
係
人
口
の
拡
大

質　

問

　

政
府
は
、
仕
事
や
趣
味
な
ど
で
継
続

的
に
居
住
地
以
外
の
地
域
に
関
わ
る
関

係
人
口
を
増
や
す
た
め
「
ふ
る
さ
と
住

民
」
と
し
て
登
録
す
る
制
度
を
創
設
す

る
と
い
う
指
針
を
示
し
た
。
こ
の
制
度

に
対
す
る
本
市
の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、

関
係
人
口
を
増
や
す
具
体
策
で
あ
る

※
二
地
域
居
住
に
つ
い
て
、
昨
年
、
二
地

域
居
住
促
進
法
が
施
行
さ
れ
た
。
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、
市
町
村
に
よ
る
特
定

居
住
促
進
計
画
の
作
成
、
特
定
居
住
支

援
法
人
の
指
定
、
特
定
居
住
促
進
協
議

会
の
組
織
化
等
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
本
年
２
月
の
代
表
質
問
に
お

い
て
、
県
と
連
携
し
こ
れ
ら
の
活
用
に

つ
い
て
検
討
・
調
整
を
行
う
と
答
弁
さ

れ
た
が
、進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
地

方
へ
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
と

と
も
に
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

制
度
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
に
一
定
の

効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
引
き
続
き
、

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
地
域
居
住
に
つ
い
て
、
県
と
の
協
議

に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
県
は
広
域
活

性
化
計
画
の
策
定
に
向
け
て
県
内
市
町

へ
意
向
調
査
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
制
度
の
最
大
の
特
徴
は
特

定
居
住
支
援
法
人
制
度
で
あ
り
、
本
市

に
は
市
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
地
域

で
活
動
す
る
人
々
を
支
援
す
る
法
人
が

既
に
あ
る
た
め
、
こ
う
し
た
法
人
の
指

定
に
向
け
、
具
体
的
な
意
見
交
換
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
二

地
域
居
住
制
度
の
活
用
に
向
け
、
県
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問

向
む か い

井　哲
てつひろ

浩
（創志会）

質問した項目
■人口減少を食い止める発想の
地方創生と人口が減っても活
力の維持に重点を置く関係人
口の拡大

■多文化共生と国際化の推進

中
な か そ

曽　久
ひさかつ

勝
（創志会）

質問した項目
■農業の後継者不足の対策につ
いて

■災害時の外国人市民への対応
について

中曽議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

向井議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

中
高
生
が
放
課
後
に

勉
強
で
き
る
学
習
環
境
を

質　

問

　

市
内
の
中
高
生
や
保
護
者
か
ら
、「
放

課
後
に
勉
強
で
き
る
場
所
が
少
な
い
」

と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
カ

フ
ェ
な
ど
の
有
料
施
設
を
日
常
的
に
利

用
す
る
の
は
金
銭
的
な
負
担
が
大
き
く
、

公
共
施
設
で
の
学
習
環
境
の
整
備
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
中
央
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
を
活
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

若
者
の
居
場
所
と
し
て
の
図
書
館
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

快
適
な
居
場
所
と
な
る
た
め
の
取
組
み

の
一
環
と
し
て
、
自
習
を
含
め
利
用
者

の
目
的
に
応
じ
て
柔
軟
に
使
え
る
閲
覧

席
の
運
用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

プ
ー
ル
授
業
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

質　

問

　

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
っ
て
、

学
校
の
水
泳
授
業
の
計
画
的
な
実
施
が

困
難
に
な
っ
て
お
り
、
学
校
プ
ー
ル
の

老
朽
化
に
よ
る
大
規
模
改
修
の
必
要
性

な
ど
の
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
水
泳

授
業
の
民
間
委
託
は
有
効
な
選
択
肢
だ

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

今
年
度
、
木
谷
小
学
校
に
お
い
て
、

安
芸
津
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
屋
内

プ
ー
ル
を
使
用
し
た
授
業
を
試
行
的
に

実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

取
組
み
の
効
果
を
検
証
し
、
総
合
的
に

評
価
し
た
上
で
、
最
も
効
果
的
で
実
現

可
能
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

副
市
長
一
人
体
制
に
移
行

そ
の
理
由
は
？

質　

問

　

副
市
長
一
人
体
制
は
、
東
広
島
市
発

足
以
来
、
一
部
期
間
を
除
き
初
め
て
の

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
複
雑
、
多

様
化
、
高
度
化
が
進
む
地
方
自
治
業
務

を
的
確
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
副

市
長
の
複
数
設
置
が
主
流
の
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
副
市
長
一
人
体
制
移
行
の

理
由
と
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

施
策
の
推
進
を
加
速
す
る
た
め
、
技

術
系
部
局
を
統
括
す
る
技
監
や
重
要
施

策
の
担
当
部
長
制
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
副
市
長
を
一
人
体
制
と
し
、
市
長
、

副
市
長
、
各
部
局
長
が
三
位
一
体
で
効

率
的
か
つ
迅
速
な
意
思
決
定
を
行
う
体

制
を
強
化
し
た
も
の
で
、
そ
の
効
果
も

実
感
し
て
い
る
。
全
国
的
に
副
市
長
１

人
体
制
と
し
て
い
る
例
は
多
く
、
異
例

の
体
制
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

持
続
可
能
な
農
業
と
は
？

質　

問

　

昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
地
域
計
画
」

を
見
て
も
、
農
地
の
次
世
代
継
承
が
う

ま
く
い
か
ず
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
行
政
と
し
て
、

持
続
可
能
な
農
業
の
姿
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
地
方
自
治
体
の
取
組
み
は
ど
う

あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

持
続
可
能
な
農
業
の
姿
と
は
、
利
益

が
出
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
市
と
し
て

は
、
地
域
農
業
の
実
情
を
国
に
訴
え
、

所
得
補
償
な
ど
の
仕
組
み
を
国
の
農
業

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■令和７年度本市事務執行体制
について

■持続可能な農業のあり方につ
いて

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（未来の風）

質問した項目
■教育施策について
■子育て施策について

鈴木議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

北林議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※バンケット施設　　比較的大規模な宴会や会議、式典など多目的に利用される会場のこと。

※ポジティブピース　　 ７ページをご参照ください。

本
市
の
平
和
実
現
の

姿
勢
に
つ
い
て

質　

問

　

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
80

年
を
迎
え
、
さ
ら
に
「
平
和
・
非
核
兵

器
都
市
東
広
島
市
宣
言
」
が
議
決
さ
れ

て
40
年
を
迎
え
た
。
本
市
の
平
和
実
現

の
姿
勢
と
、
市
民
へ
の
取
組
み
、
学
校

教
育
で
の
取
組
み
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

市
場
教
育
長

　

次
世
代
学
園
都
市
構
想
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
平
和
の
考
え
方
に
加
え
、

「
※
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ピ
ー
ス
」
の
実
現
を

目
指
し
、
市
民
へ
の
啓
発
の
場
の
創
出

と
被
爆
資
料
の
確
保
等
に
取
り
組
む
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ　
ｗ
ｅ

ｅ
ｋ
」の
開
催
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー「
平

和
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
平
和
活
動
に
参
加
で

き
る
機
会
を
広
げ
る
。
学
校
教
育
で
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
平
和
学
習
」
の
実
施
や

「
平
和
学
習
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
整

備
等
を
進
め
、
本
市
な
ら
で
は
の
特
色

あ
る
平
和
学
習
を
行
う
。

情
報
教
育
に
つ
い
て

質　

問

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学

校
で
情
報
教
育
の
領
域
を
新
設
す
る
案

が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の
情
報
教
育

の
実
践
例
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

資
料
や
写
真
等
を
活
用
し
て
、
説
得

力
の
あ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
学
習
や「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
作
品
コ
ン
ペ
」、「
タ

イ
ピ
ン
グ
大
会
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
も
情
報
活
用
能
力
の
向
上

を
図
る
。

※
バ
ン
ケ
ッ
ト
施
設
付
き

宿
泊
施
設
の
立
地
可
能
性
は

質　

問

　

グ
ラ
ン
ラ
セ
ー
レ
東
広
島
閉
鎖
に
よ

り
、
大
人
数
の
懇
親
会
な
ど
が
本
市
内

で
開
催
で
き
ず
、
多
く
の
経
済
効
果
が

他
市
へ
流
出
し
て
い
る
。
都
市
型
宿
泊

施
設
等
立
地
可
能
性
調
査
報
告
書
で
は
、

民
間
事
業
者
主
導
に
よ
る
整
備
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

今
後
の
立
地
可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　

弁
／
細
谷
商
工
労
働
・
女
性
活
躍
担
当
部
長

　

市
と
民
間
事
業
者
と
の
合
築
、
あ
る

い
は
既
存
施
設
の
修
繕
・
改
修
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
せ
ず
、
費
用

等
の
比
較
検
討
を
行
い
つ
つ
、
本
市
へ

の
進
出
に
興
味
を
持
つ
ホ
テ
ル
事
業
者

な
ど
と
の
意
見
交
換
を
継
続
し
、
実
現

可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
。

受
動
喫
煙
防
止
区
域
へ
の

喫
煙
所
設
置
に
つ
い
て

質　

問

　

受
動
喫
煙
防
止
区
域
ま
た
は
そ
の
周

辺
区
域
に
お
け
る
喫
煙
所
設
置
は
、
受

動
喫
煙
防
止
だ
け
で
な
く
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め

た
観
光
客
対
策
な
ど
に
お
い
て
も
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
他
市
で
は
防
災
倉
庫

機
能
を
持
た
せ
た
喫
煙
所
な
ど
も
設
置

し
て
い
る
。
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
本

気
で
防
ぐ
た
め
の
喫
煙
所
設
置
に
つ
い

て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

喫
煙
者
の
割
合
が
減
少
し
て
い
る
状

況
と
、
喫
煙
所
の
設
置
に
お
け
る
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
総
合
的
に
判

断
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

一 般 質 問

片
かたやま

山　貴
た か し

志
（創生会）

質問した項目
■次世代学園都市構想について
■観光施策の強化について
■命と暮らしを守る体制の整備
について

貞
さだいわ

岩　敬
たかし

（清新の会）

質問した項目
■「平和・非核兵器都市東広島
市宣言」40周年について

■学校教育について
■西条第二地区の防災体制と災
害発生時の避難所の食事につ
いて

貞岩議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

片山議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

酷
暑
列
島
！
小
中
学
校
で

の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

酷
暑
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
小
中
学

校
に
冷
水
器
を
導
入
し
た
他
自
治
体
を

例
に
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
に
試
験
導
入

し
利
用
実
態
を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答　

弁
／
片
岡
学
校
教
育
部
長

　

冷
水
の
利
用
が
熱
中
症
対
策
に
一
定

の
効
果
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

水
筒
持
参
等
に
よ
り
水
分
補
給
は
可
能

な
状
態
に
あ
る
。
冷
水
器
の
設
置
に
は
、

初
期
費
用
に
加
え
継
続
的
な
衛
生
管
理

な
ど
学
校
現
場
の
負
担
や
安
全
面
の
課

題
も
あ
る
た
め
慎
重
に
検
討
す
る
。

淡は

竹ち
く

が
市
内
各
地
で
枯
れ

始
め
る
！

質　

問

　

市
内
で
の
淡
竹
枯
死
が
拡
大
し
て
き

て
い
る
。
倒
竹
被
害
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
啓
発
や
支
援
策
を
講
じ
る
の
か
。

答　

弁
／
尾
村
産
業
部
長

　

倒
竹
の
多
い
箇
所
に
つ
い
て
は
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
通
行
に
支
障

が
生
じ
た
際
は
、
所
有
者
に
適
切
な
指

導
を
行
い
、
緊
急
性
が
あ
る
場
合
は
、

市
で
速
や
か
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
竹

粉
砕
機
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
制
度

等
の
活
用
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

食
料
自
給
率

－

世
界
で

最
初
に
飢
え
る
の
は
日
本

質　

問

　

①
令
和
の
コ
メ
騒
動
の
原
因
は
、
過

剰
な
減
反
政
策
で
あ
り
、
現
在
主
食
用

米
の
需
要
量
700
万
ト
ン
に
対
し
て
生
産

量
は
679
万
ト
ン
と
推
定
さ
れ
、
既
に
需

要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

　

②
日
本
の
食
料
自
給
率
は
38
％
で
あ

り
、
米
国
の
大
学
の
研
究
者
は
、
物
流

の
停
止
な
ど
に
よ
る
食
料
危
機
が
起
き

た
場
合
の
餓
死
者
は
日
本
に
集
中
し
、

世
界
の
３
割
の
７
２
０
０
万
人
が
餓
死

す
る
と
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
フ
ー

ド
」
に
発
表
し
た
。
世
界
各
国
の
食
料

自
給
率
は
100
％
を
超
え
て
お
り
、
日
本

の
食
料
自
給
率
が
低
い
原
因
は
米
国
の

食
料
戦
略
に
よ
る
。

　

③
世
界
で
は
農
家
の
所
得
は
国
が
保

障
し
農
家
を
守
っ
て
い
る
が
、
日
本
の

農
家
は
世
界
一
保
護
な
し
で
あ
る
。

　

④
兼
業
農
家
は
赤
字
で
あ
り
、
日
本

の
農
業
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。
米

作
り
を
疎お
ろ
そか
に
し
、
農
業
を
疎お
ろ
そか
に
す

る
と
き
、
日
本
が
日
本
で
な
く
な
る
。

　

以
上
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
食
料
の
安
定
供
給
に
つ
い
て
国
で

し
っ
か
り
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

②
自
国
の
食
料
は
自
国
で
賄
う
重
要

性
を
、
今
一
度
真
剣
に
考
え
る
局
面
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

③
安
心
し
て
農
業
が
営
め
る
仕
組
み

が
必
要
で
あ
り
、
本
市
農
地
面
積
の
７

割
を
維
持
し
、
総
農
家
数
の
９
割
以
上

を
兼
業
農
家
が
占
め
る
地
域
農
業
の
実

態
を
国
に
伝
え
ね
ば
と
考
え
る
。

　

④
緑
豊
か
な
田
園
風
景
を
、
次
世
代

へ
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
責
務

で
あ
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政俱楽部）

質問した項目
■現在の最重要課題は農業

大
おおした

下　博
ひろたか

隆
（清新の会）

質問した項目
■淡竹林の枯死について
■小中学校への冷水器の設置に
ついて

■AIの政策立案や行政運営へ
の活用について

大下議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

宮川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

歩道のある道路際で枯れはじめた竹林
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一 般 質 問

何
と
か
し
て
！

記
念
橋
交
差
点
渋
滞
対
策

質　

問

　

以
前
の
一
般
質
問
で
、
記
念
橋
西
詰

交
差
点
の
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
県
公

安
委
員
会
、
県
警
と
連
携
の
下
、
協
議

を
進
め
る
と
答
弁
さ
れ
た
。
協
議
の
結

果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

広
島
県
や
県
警
な
ど
と
協
議
を
進
め
、

令
和
５
年
に
信
号
の
点
灯
サ
イ
ク
ル
の

調
整
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
本
年
、
点
灯
サ

イ
ク
ル
調
整
に
よ
る
実
証
実
験
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
津
江
八
本
松
線
の
渋
滞
は

緩
和
し
た
も
の
の
、
馬
木
八
本
松
線
で

新
た
な
渋
滞
が
発
生
し
た
た
め
、
実

証
実
験
前
の
サ
イ
ク
ル
に
戻
し
て
い
る
。

引
き
続
き
広
島
県
と
連
携
し
、
有
効
な

渋
滞
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

見
直
し
が
必
要
！

生
活
道
路
等
の
整
備
基
準

質　

問

　

農
村
地
域
に
お
け
る
生
活
道
路
や
農

道
の
整
備
基
準
を
見
直
し
た
り
、
全
線

の
改
良
か
ら
局
部
改
良
に
変
更
す
れ
ば
、

コ
ス
ト
を
縮
減
で
き
、
多
く
の
市
民
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁
／
藤
原
建
設
部
長

　

生
活
道
路
の
整
備
基
準
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
の
事
例
等
を
参
考
に
調
査
・
研

究
す
る
。
ま
た
、
現
地
の
状
況
に
応
じ

て
待
避
所
の
設
置
や
交
差
点
部
の
隅
切

り
な
ど
局
部
改
良
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
も
検
討
し
、
コ
ス
ト
縮
減
を
進
め
る
。

農
道
の
整
備
基
準
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
一
律
的
な
舗
装
整
備
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
柔
軟
か
つ

効
率
的
な
整
備
手
法
を
検
討
す
る
。

田
た さ か

坂　武
たけふみ

文
（清新の会）

質問した項目
■中山間地域の活性化について
■道路行政について
■脱炭素社会の実現のための施
策について

田坂議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

市議会では何を決める？　～議決のかたち～
　市議会で決めること（議決事件）には、内容や性質に応じていくつかの種類があります。それ
ぞれの議決事件は、委員会や本会議で審査・審議され、最終的に本会議で出席議員の多数決によっ
て決定（議決）されます。

可決／否決 条例、予算、意見書、決議などに対して、議会が賛成するかどうかを決めます。

承認／不承認  市長による専決処分（緊急時などに議会の議決を経ずに行った処分）などに
ついて、議会が認めるかどうかを決めます。

同意／不同意  副市長、教育長、監査委員、各種行政委員会（教育委員会、農業委員会など）
委員などの人事案件に対して、議会が同意するかどうかを決めます。

認定／不認定 決算の内容について、議会がその妥当性を認めるかどうかを決めます。

採択／不採択 請願に対して、議会がその内容に賛同するかどうかを決めます。

適任／不適任  市長が人権擁護委員の候補者を推薦する際などに議会の意見を求める諮問に
対して、その人物がふさわしいかどうかの議会としての意見を決めます。

これらのほか、議員の派遣を決定する際などにも議決が行われます。
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ACTIVITY REPORT

東広島市議会活動レポート

東広島市議会広報広聴ビジョンを
策定しました
　市民に開かれた市民参加型議会の実現を目指
し、市議会の広報・広聴活動を充実させるため、
令和７年４月に「東広島市議会広報広聴ビジョ
ン」を策定しました。
　今後、このビジョンに基づいて、市民の皆様
に市議会に興味関心を持っていただき、積極的
に参加していただけるような広報・広聴活動に
取り組んでいきます。

市民経済委員会市内視察
◆視察日：令和７年５月20日
◆視察先：マイクロンメモリジャパン株式会社

　本市の基幹産業であり、東広島市次世代学園
都市構想に掲げるまちづくりにも大きな影響を
与える半導体産業について理解を深めるため、
視察を実施しました。
　丁寧な説明を受け、意見交換を行った後、半
導体工場を見学しました。

応急手当講習を受けました
◆実施日：令和７年３月18日
◆場所：議場・傍聴ロビー

　防災機能のさらなる向上と市民の安全・安心
を守るため、消防局から講師を招き、応急手当
講習を受講しました。AEDを使った心肺蘇生法
の実技を学んだほか、LIVE119（映像通報シス
テム）のデモンストレーションを見学しました。
　また６月から、災害時の安全確保のため、議
場、傍聴席に防災用ヘルメットを常備しています。

広域交流型オンライン学習
◆実施日：令和７年５月14日

　広島大学と東広島市教育委員会の共同事業と
して、東広島市内と北海道内の小学校等をオン
ラインでつなぎ、「生活と政治」をテーマとす
る遠隔授業が行われました。
　本市議会からも議長が議場からリモートで参
加し、税金の使い道が議会で決められているこ
となどを説明しました。

ビジョンの内容は
こちらから
ご覧ください
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市
民
の
声

The letter from a citizen

生涯学習としてのスポーツ・弓道
小
おがわ
川　涼

りょうこ
子（西条町）

魅力あるまちの農産物
串
くしだ
田　一

かずま
磨（安芸津町）

　20年前の話ですが、第60回国民体育大会弓

道競技に成年女子の部で出場することができ

ました。少年女子の活躍により鹿児島県と同

点で皇后杯を頂いたことは嬉しい思い出です。

長らく競技からは離れていましたが、再開し

てみようと思い練習場を探しました。20年前

と同様、市内には公営の弓道場が無く、一番

近いのが呉市の郷原スポーツセンターでし

た。東広島市の生涯学習のスローガンは「一

人一学習・一スポーツ・一ボランティア」です。

弓道は各人の年齢や体力に応じて楽しめるス

ポーツのひとつです。

　私の夢は、市内に遠的・近的の立派な弓道

場ができ、「酒まつり」のイベントとして市主

催の大会が開催され、全国の「弓友」と競技後、

まつりを楽しむことです。

　私は昨年、安芸津町に移住し、新たに農業

をはじめました。新規就農するにあたっては、

市の農業関係部署の皆さまから、多くのサポー

トをいただき大変感謝しております。

　野菜・果樹を栽培していますが、この先特

に力を入れていきたいのが、安芸津町の特産

品でもあるじゃがいもです。「安芸津のじゃが

いも」はブランド農産物として知られており、

食べると納得の美味しさがあります。安芸津

の赤土土壌で作らないと、この美味しさは生

まれません。100軒を超える大先輩の農家が今

も産地を支えていますが、その数は年々減っ

てきています。胸を張って美味しいと言える

農産物は、まちの魅力のひとつだと思うので、

この先も産地が続いていくよう、一農業者と

して努力していきたいです。

■本会議・委員会等の中継映像
　本会議や常任委員会、全員協議会等の様子はインターネット（YouTube）でライブ配信しています。市議会ホー
ムページからアクセスできますので、ぜひご利用ください。
　また、本会議はご覧いただきやすいよう編集した録画映像を市議会ホームページで配信しているほか、KAMON
ケーブルテレビでも録画映像を放送しています。
■本会議・委員会の傍聴、本会議の手話通訳・託児
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。
　本会議は手話通訳・託児も可能です。希望される方は、希望日の７日前までに議会事務局にお申込みください。

　ご不明な点は議会事務局（082）420-0966へお問い合わせください。 東広島市議会
耳マーク

9月
日 月 火 水 木 金 土

10月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

本会議
（初日）

常任委員会
（議案審査）

７ ８ ９ 10 11 12 13

常任委員会
（議案審査）

本会議
（一般質問）

14 15 16 17 18 19 20

本会議
（一般質問）

常任委員会
（議案審査）

21 22 23 24 25 26 27

本会議（議案審議）
決算特別委員会

決算特別委員会

28 29 30

決算特別委員会

１ ２ ３ ４

決算特別委員会

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

決算特別委員会 本会議
（議案審議）

予備日

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

令和７年第３回定例会の日程
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー８６０１
東広島市西条栄町８番２９号
TEL.０８２ー４２０ー０９６６
FAX.０８２ー４２４ー９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

https:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。

新
た
な
広
報
広
聴
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
た
び
新
た
な
体
制
の
中
、
委

員
長
を
拝
命
し
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

今
年
４
月
に
「
市
民
に
開
か
れ
た

市
民
参
加
型
議
会
の
実
現
」
に
向
け

て
各
層
に
応
じ
た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
に
よ
り
広
報
広
聴
を
推
進
す
る
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き

市
議
会
を
「
知
ら
な
い
」
層
か
ら

「
知
っ
て
い
る
」、「
興
味
が
あ
る
」、

「
理
解
し
て
い
る
」、「
参
加
し
て
い

る
」
層
に
変
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
広
報
広
聴
を
常
に
心
が
け
、
広

報
広
聴
委
員
一
同
、
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
長

 

小
池　

恵
美
子

海軍山から望む志和の街並み（志和町）

中野村聴音照射場（特設見張所）
　太平洋戦争での米空軍機来襲に備え、日本各地に建設
された聴音照射場の一つで、敵機などの監視をしていま
した。この遺構が残る大谷山は、地元では「海軍山」と
呼ばれています。司令棟や燃料庫の建物は現存し、兵舎
跡やトイレ跡、貯水槽跡などの遺構もあります。原爆投
下当時の日誌には、広島市上空へ向かうB29や、原爆が
炸裂した時の様子が詳しく記されています。
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